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松代で観測された地震に先行するULF磁場変動

ULF Magnetic Anomaly Associated with an Earthquake (M=4.5) at Matsushiro

Underground Observatory 
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1 9 9 8年7月1日に松代観測点の北西約2 0 k mで発生したM＝4 . 5の地震について詳細なスペクトル解析を行った。解
析に用いたデータは、8 5 H zサンプリングにてインダクション型磁力計で3成分観測されている。その結果、地震前
日と当日にて水平成分のスペクトル強度が上昇していることがわかった。また、スペクトルの鉛直成分と水平成
分の比（偏波比）が地震の２週間前に上昇していることが確認された。

1 9 9 8年２月より気象庁精密地震観測室の大坑道にて、理化学研究所地震国際フロンティア研究プログラム／
宇宙開発事業団地震リモートセンシングフロンティアの一環としてU L F 3成分磁場およびアコースティックエミッ
ションの観測を開始した。1 9 9 8年9月には地電位差測定も開始した。精密地震観測室大坑道内では傾斜計、歪計、
短周期地震計等、総合的な地震学的観測が行われている。我々の電磁気学的な観測と同時観測を行うことにより、
地震に関連する電磁気学的な現象と地震学的な現象をすりあわせが可能となる。つまり、地震学と電磁気学とを
橋渡しする基礎的な物理研究をすることが目的である。本講演では3成分磁場観測について述べる。

設置した磁力計はインダクション型で8 5 H zサンプリングにてデータを収集している。周波数領域は0 . 0 1～
30Hz、ダイナミックレンジは±500nTである。1999年1月6日までは12bitでAD、以降は16bitでADしている。

1 9 9 8年7月1日午前2時2 2分頃、松代観測点の北西約2 0 k mでM＝4 . 5の地震が発生した（深さ約1 0 k m）。1 9 9 8年6
月から8月のデータ解析を行った。解析に使用したデータは人工ノイズの影響が少ない深夜午前1時2 0分～3時1 0分
の約2時間のデータである。詳細なスペクトル解析の結果、地震の1日前と当日に水平成分（南北、東西）の0 . 0 1～
0 . 0 3 H zの磁界強度が増加していることが確認された。6月2 7日～7月1日の期間はΣK pが1 0以下であり、地磁気活動
度が低いことがわかっている。また、スペクトルの鉛直成分と水平成分の比（S Z / S H）について5日間の移動平均
を求めたところ、周波数0 . 0 1 H z付近においてS Z / S Hの値が地震発生日の約 2 0日間前に上昇していることが確認さ
れた。

両事実ともより多くの事例を解析し、地震に先行する電磁気現象であるかどうかを見極める必要がある。


